
豊かな感性を育む算数科学習

一算数のよさを味わい,活用して.いこうとする力を育む一

山　田　恵　次

1　算数のよさを活用すること

右の図の①と②と③は,児童が正多角形と円(5

年)の学習をしたその日,「DI SCOVERY」　①

(ディスカバリー:日常生活での算数発見ノート)に

記録したものである。

①の子どもは,正多角形の性質や作図の仕方の学

習を通して,今まで何気なく見ていた時計の中に,

「正十二角形という美しい図形の構成要素」があった

ことに気づいたのである。また,スーパーでの買い　②
物でティシュペパーを買うときに「単位量あたりの

考えアイデア」を活用している。②の子どもは,い

つも目にしていた近所の神社のマークが大小の円で

構成されていることに気づいたのである。また,そ

のことをきっかけとして,身の回りを見つめてみる

と,マンガの中やえんぴつなど正多角形や円が多く

利用されていることに気づいたのである。

③の子どもは,同じ日,学校の帰りにバス停の花

壇の様子を見てれんがの積み重ね方の規則性から,

そこに「公倍数のアイデア」が使われていることに　　③

気づいたのである。

これらの児童は,算数で学んだ考え方や知識・技

能をただ単に記憶として留めておかないで,主体的

に活用し,日常の事象を数理的にとらえ処理してい

こうとする感性(生きて働く力)が育まれていると

いえる。
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2　算数のよさを味わい,活用していこうとする力を育むために

(1)算数のよさに気づき「いいなあ」と感じる心を育てる

前述の①の児童を例に見てみると,正多角形の特長,性質や作図の仕方の学習を通して,その

図形のもつ「よさ」に気づき「いいなあ」と感じる。感じたことをもとに身の回りの事象を見て

みると今まで何度も見ていた時計も,正十二角形という新たな観方でとらえることができるよう

になっている。このように,ある事象に対じして算数の「よさ」に気づき,味わい,「いいなあ」

と感じた時,その感じたことをもとに,(同じ,類似の,別の)事象に対じして,より豊かにその

よさを実感することを通して,そのよさを自ら活用していこうとするようになると考えられる。

このことは②や③の児童についても同様のことがいえよう。従って,算数の「よさ」に気づき,

味わい,その「よさ」をより深く感じることのできる算数の学習を構想していくことで,主体的

に算数のよさを活用していこうとする力を育むことができると考えられる。
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(2)算数のよさを味わい,活用していこうとする力を育むための授業づくり

過去三年間,複式学級における「自ら学ぶ力を育む」算数科学習のあり方について,研究して

きた。その取り組みを通して,以下のな成果が得られた。

①　「問題解決学習の進め方を個々の児童に理解させることにより,自分たちの手で学習が進

められるようになった。」

②　「問題解決学習の各場において,活動の観点や自己評価基準を設定することにより,意欲

的に学習に取り組み自己をよりよい方向に高めていこうとする力が育まれた。」

児童は,既習事項を活用して解決できた喜びやそのよさに気づくことができたが,そのよさを

より深く味わい,そのよさを活用し日常の事象を数理的に見ていく力は,まだ十分には育まれて

いないという課題が残された。(平成3年度研究紀要:p51～56,1992,平成4年度研究

紀要,p63～68,1993,平成5年度研究紀要,p49～54,1994,(いずれも東雲小学校発行)

に詳述)

「よさに気づき,味わい,より深くよさを感じる」ことは,1単位時間だけで育むことは難し

い。算数のよさをくり返し味わうなかで,そのよさが児童にとって自らのものになり,生きて働

く力となると考える。

そこで,今までの研究の成果をふまえ,児童に算数のよさを味わい,そのよさを主体的に活用

していこうとする力を育むために,算数のよさをそれ以後の学習にくり返し活用し味わっていく

ような授業を構想した。

以上のような考えにもとづき,本実践の仮説を次のように設定した。

仮説

算数のよさをそれ以後の学習で活用 し味わ ってい くような学習活動 を構成すれば, 児童 は

算数のよさを主体的に活用 し問題解決に取 り組むことがで きるようになるであろう。

3　実践事例①「図形の面積」(5年)

本実践例は,複式高学年(10名)で試みたものである。

(1)単元について

平行四辺形,三角形,台形,ひし形などの基本図形の必要な長さを測り,求積公式を用いて面

積を求めることができるようになることがねらいである。

この単元では,既習の求積方法のアイデアや方法を用いて,新しい基本図形の求積公式を子ど

も達自ら発見していくことを体験させることに指導の重点を置いた。基本の図形は,ほとんど既

習の図形の求積のアイデアや方法を活用することにより,求積できる。その算数のよさに気づか

せれば,児童はそのよさをその後の図形の求積に自ら活用するようなると考える。また,そのア

イデアは,円の求積にも活用されていくであろう。このような算数のよさを自ら活用していく活

動を通して,児童の数学的な考え方を伸ばしていくことができると考える。

(2)指導目標

・求積のアイデア,考え方のよさに気づき,そのよさを味わうことができるようにする。

・平行四辺形,三角形,台形,ひし形などの面積の求め方を既習の図形の求積法をもとにして

分割,等積変形,倍積変形などの操作を通して公式にまとめることができるようにする。

・多角形などの面積を工夫して求めることができるようにする。
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・図形の外形をとらえおよその面積で求めることができるようにする。

(3)指導計画(全12時間)

第2次　　　第3次　　　第4次

(4)本単元での気づかせたい「よさ」

ア「既習の図形にもとづいて考えたり,変形したりして求積方法を考えていくアイデア」のよさ

(方法のよさ)

既習 の図形 に変形 した り, 分 割 した り

してす れ ば , 求め られ るはず だ。

方法・等積変形,

・倍積変形やつけたし

・分割

形 を 変 え な い で , も との 図 形 の 辺 の 長 さ

な ど を 測 っ て 面 積 が 求 め ら れ な い か な。

方法　　既習の図形(例えば長方形)の

辺の長さは,もとの図形のどの長さに等

しいかを見つける。
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平行四辺形

』「戸~⊂‡]

仝→□→◇台　形　　　　ひし形

①→②のアイデアを,三角形,台形,ひし形,面積の求め方の工夫と繰り返し活用していくこ

とで,そのよさに気づき,味わい,児童は主体的にそのアイデアを活用し自力で公式を発見でき

るようになるのではないかと考える。

イ　「底辺と高さが等しい時,面積は等しい。」という性質のもつよさ(算数そのもののよさ)

このアイデアのよさは,図形を多様な見方ができるようになるというところにある。

例えば,右の図のように,ひし形アイウ工を「…一一一一一一"-"--一一一"-一一---"--一一一一一一…一一一一一"-M----""一一-

二つの三角形に分けたとき三角形アイウは三角

形アキウと面積が等しい。三角形アウエは,三

角形アウカと面積が等しい。したがって,ひし

形アイウ工は,三角形カキウと等しくなる。つ

まり,ひしの形求積公式の対角線×対角線÷2

の公式が,三角形の底辺×高さ÷2との関係か

ら導き出せるのである。また,③のような斜線

の部分の面積の求め方の工夫の際にもこのよさ

を生かすと解決が④と同じになり容易となる。
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(5)指導の実際「ひし形の面積の求め方」第7時

児童は,今まで,平行四辺形(3時間),三角形(3時間),台形(1時間)と学習していく中

で,既習の図形に変形したり,分割したりして求積方法を考えてきた。平行四辺形では,実際に

様々な平行四辺形を切ったりしながら,長方形や正方形に等積変形変形し公式を発見することが

できた。また,三角形では,倍積変形やつけ足して長方形にしたりするアイデアを新たに発見し,

三角形の面積の公式を発見することができた。台形では,自分たちの力で公式を発見することが

できた。

児童は,一つの図形の求積方法を考えるときに発見したアイデアが,別の図形の求積方法を考

えるときに生かせることに気づきそのよさを感じだしている。今までに,発見した基本となるア

イデアは,次の三つである。()の言葉は,児童が名づけた言葉である。

①　面積の大きさは変えないで形を変える。(そのまま方式)

②　面積を二倍にしたり,つけ足したりする。(つけたし方式)

③　図形を分割して考える。(わける方式)

本時は,右のようにひし形をプリントにして提示すると,

「先生,今日は自分の力だけで公式を発見するよ。先生は六

年生の方へ行っていていいよ」と解決意欲満々である。そこ

で,

「それは,楽しみだね。本当に自分たちでできそう?どんな

考え方が見つかるかなあ。」と発問すると,

「今までの方法を使えばできるよ。」と声が返ってくる。

そこで,「ひし形の面積の求め方を考えよう。　　・公式

がみつかるといいね」とめあてを確認する。今までの学習の

ノートを見て振り返りながら,しっかり,考えている。どの

子も,2通り以上の考えがもてている。はっておくと,1時

ひ叫の面循司　日氏名

間中でも自力解決が続きそうなので,「いつ,話し合いに入りますか。」と問いかける。20分の自

力解決終え,日直を中心に話し合いに入る。自分の書いたプリントを黒板にはり,考えを説明し

ていく。子どもたちから出された考え方は,

ざモ2・24瑞
叫
榔
叫
鵠

よ
両
脚
幣 蒜

錮律かく
ので・そつとする

封瀬畑の植甥l　′l′′、　~　′

円舞の汽了の放
つという公耳か7・さう

全部で10通りであった。

6×4÷2+6×4÷2

1

6×(4+4)÷2

6×4

(二つの三角形の和)
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4×6

(長方形変形)

6×4

(平行四辺形に変形)

3×4÷2×4

(4つの三角形の和)

4×3×4÷2

(小さい長方形4つ分

半分)

考えの発表が終わると,共通点や違いの話し合いに入る。

そのまま方式は,「③,④,⑥,⑦,⑲」,つけたし方式は,⑲

「①,⑧」,わける方式は,「②,⑤,⑨」であることを,確

かめられた。また,平行四辺形,三角形,長方形をもとに

して考えていることにも気づいた。そして,どの考えもも

とのひし形の辺の長さで考えると,

「対角線×対角線÷2」

となり,公式を発見することができたのである。

8×3

(平行四辺形に変形)

8×3÷2×2

(三角形の2つ分)

6×4

(長方形に変形)
本時の学習を振り返り授業を終える。その際,「底辺と高さが同じなら面積は等しいというアイ

デアを生かして形を変えることはできないかないあ。」と問いかけた。すると,一人の児童ができ

るよといってひし形を三角形に変形した。今度はこのようなアイデアも生かしていくといいねと

いって授業を終わる。(面積を求める工夫で活用させたいという思いがあった。初等教育63号P2

2～23.本校出版.1994.2月に関連実践掲載)

実践事例②　正多角形と円(全11時間)円の面積(第6・7時)

本時は,円の面積の2時間目である。第1時は,方眼を使って,概算でもとめ,半径を1辺と

する正方形の約3倍であることを発見している。そこで,第2時は,2学期の図形の面積で学習

したように,「形を今までに学習した図形に変えて公式を見つけよう」とめあてづくりをする。円

を16等分して,調べていくよう方向付ける。本時は,自力解決で時間がくる。

第7時は,発表から始まる。出された考えは,平行四辺形と三角形の2通りであった。

子どもたちは,今までの学習と同様に,変形された平行四辺形や三角形の辺がもとの円のどの

長さになるのかという考え方で取り組み,教師の手を借りることもなく,自分たちで話し合いを

進め,「半径×半径×3.14」という公式を発見した。また,平行四辺形や三角形の辺が曲がってい

るので本当によいのかという疑問が出され,さらに円を細かく切って調べていこうという学習に
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発展していった。

4　考察と課題

(1)仮説について

実践事例①のひし形の面積では,課題を提示

すると,すぐに子どもたちの方から「今日は,

自分たちだけで公式を発見するよ。」という発

言が聞かれた。また,10人の子どもたち全員

が2つ以上の考えがもて,もとのひし形のど

の長さに当たるかを考え

「対角線×対角線÷2」の言葉の公式を発見し

ている。

また共通点や違いを話し合うとき,「そのま

ま方式」「つけたし方式」「わける方式」とい

う観点で分類している。これらのことから,

既習の図形にもとづいて考えたり,変形した

りして求積方法を考えていくアイデアをくり

返し活用していくことにより,そのよさに気

づき,主体的にそのアイデア活用していこう

とする力が育まれたといえよう。

また,その単元だけにとどまらず,実践事

例②から,円の面積の公式を自らの力で発見

することができた。授業後の児童の感想に

「図形の面積と同じように,形を変えてやるの

が楽しかった。そして,公式が出せてよかっ

た。これからもしたい。」

「今日の学習で,形を変えてみて面積の求め方

を出してみました。平行四辺形と三角形でみ

ました。この前の学習をつかってやったので

これからもつかっていきたいです。」など見ら

れた。

算数のよさに気づき活用していくことで,

主体的にそのよさを活用していこうとする力

が育まれるといえよう。

(2)今後の課題

3学期に入り,冒頭でも上げたように,日

常の生活の中に算数を見つけようということ

で,見つけたことをノートに記録し,紹介し

あう取り組みを始めた。子どもたちは,予想

円の面碑

平桁が皿形の面碑と恥
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以上に豊かに観る目をもっている。授業の教材は教師から与えることが多いが,子どもたちと共

に,そういった子どもたちの感性をいかして,日常の事象から数理を兄いだす算数科の学習を追

究していきたい。
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